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《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

 TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  

クローバーだより 

運動発達【発達過程に応じた粗大運動、微細運動】 

乳児期の運動発達は反射運動から随意運動（自らの意志によって体を動かす）へ移行します。姿勢

や全身の粗大運動、手指の微細運動に分けて、発達の様相を捉えていきましょう。首が据わる、お座

りする、歩く、走る、跳ぶ、転がる、よじ上るなどの姿勢や全身の粗大運動や、つまむ、めくる、ねじる

などの手指の微細運動は、生活や遊びの中で育っていきます。発達や個人差を見極めて援助してい

きましょう。 

 
♥2～3歳頃の発達のポイント♥ 

＊指先の力を調節 

 指先の力を調節して、蓋をねじって開けたり、ドアノブを回したり、粘土などの素材を変形させた

りします。また、音に合わせて両手をグーパーしたり、保育者の動きを真似て、一緒に手遊びをする

など、手指操作が巧みになります。 

➡はさみを使って切り紙したり、製作をしたりするなど、道具を使って遊べるようになるので、セロ

ハンテープ、のり、ペンや紙などを自由に使って遊べる環境を用意するのも指先を使う体験ができる

ようにするのもいいと思います。  

 

＊不安定な姿勢を維持 

 ２歳後半になると、不安定な姿勢を短時間維持することができるようになり、つま先立ちや、片足

立ちなどの動きを楽しんでします。足を曲げたり伸ばしたりするなど、複雑な身体操作も可能になり

ます。 

➡平均台（まっすぐな所）を歩いたり、よじ上ったり、飛び下りたりするなどの動作を組み合わせて

遊べるといいです。園ではサーキット遊びといってコース上に様々な遊具を並べ、周回して運動する

遊びです。運動能力には個人差があるので、怖がってやりたがらない子どもには無理強いをせず、さ

りげなく支援して達成感をあじわえるようにします。 

 

＊模倣する楽しさを経験 

 言葉に応じた動作をしたり、考えた動きが出来るようになります。周りの人の動作を模倣する楽し

さを経験し、音楽に合わせて、リトミックやわらべうた遊びを楽しむようになります。 

➡園では、友だちと関わりながら、保育者と一緒に協調性や社会性を学びます。 

 

 

 

 

 


